
1 　 k を正の実数とする。座標平面上に直線 l : y = kx + 1と放物線 C : y = x2 があ

る。lと C の交点のうち x座標の小さい方を P，大きい方を Qとする。さらに，線分

PQの垂直二等分線をmとし，mと C の交点のうち x座標の小さい方を R，大きい方を

Sとする。

(1) 線分 PQの中点Mの座標を k を用いて表せ。

(2) k が正の実数を動くとき，線分 RSの中点 Nの y 座標が最小となる k の値を求め

よ。また，そのときの Pと Qの座標を求めよ。


